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３年修学旅行 

 ６月２０日（月）～２２日（水）まで、２泊３日で京都・広島方面への修学旅行を実

施いたしました。梅雨の最中の実施ということで、天候が心配されましたが、３日目の

広島で雨に降られたほかは１日目、２日目は日がさすこともある曇り空でした。  

出発に先立ち、１９日（日）に結団式を武道場で実施しました。結団式では、校長よ

り、「①全員無事に行って、帰ってくる。②１・２年で学習したことを踏まえ、広島・

京都へ行くことの意味を理解し、その場にふさわしい行動をとる。③級友や修学旅行で

出会う人たちとのコミュニケーションを大切にしてほしい。」との話がありました。  

１日目は、新横浜駅から修学旅行専用の列車で京都に向かい、京都駅から、タクシー

を利用して、班別の見学となりました。夜には、宿舎近くの寺で、座禅体験を行いまし

た。 

２日目は、学級別にバスを利用し、体験学習からスタートでした。1 組は京友禅の絵

付け体験、２組は清水焼の絵付け体験、３組は扇子の絵付け体験を行いました。その後、

クラスごとに選択したコースに基づき、寺院等を見学し、広島へ移動となりました。広

島では、夕食後に、群読体験を行いました。  

３日目は、朝から雨が降っていましたが、ホテルから平和記念公園へ移動し、集会を

行い、平和宣言を発表しました。その後、グループに分かれ、ボランティアの方々の説

明を聞きながら、碑巡りを行い、最後に平和記念資料館を見学し、昼食をとり、新幹線

で新大阪に向かい、新大阪で修学旅行専用列車に乗り換え、新横浜に帰ってきました。  

修学旅行中の生徒の行動は、素晴らしいものでした。時間に遅れる生徒は、ほとんど

なく、移動中の列車内のマナーや、混雑した京都駅や新横浜駅での移動のマナーもけじ

めのついた立派なものでした。挨拶なども、しっかりとできていたのも印象に残りまし

た。この修学旅行に向けて、生徒たちが、主体的に活動してきたことが感じられた３日

間でした。 

 

修学旅行実行委員長のことば ３年１組 久保田 七海さん 

 修学旅行が終わりました。たくさんの思い出ができたと思いますが、何が一番心

に残っているでしょうか。  

 三日間雨の予報が出ていましたが、一日目と二日目の京都では、美しい青空が広



がり、まるで私達を歓迎してくれているかのようでした。歴史ある寺院や街を巡

り、夜には座禅体験で精神統一。初めて警策を受けた時はドキドキしたことでしょ

う。 

 班別自主研修では、それぞれの班が事前に話し合って決めたコースを回りました

が、自由には責任が伴うということを実感する機会になりました。  

 ３日目の広島では雨となりましたが、しっとりと落ち着いた空気の中、平和宣言

を行いました。皆がスッと気持ちを切り替えて厳粛な態度で臨んでいたことが素晴

らしかったと思います。私達は一年生の時から戦争の悲惨さについて学んできまし

た。世界で初めて原爆を投下された地で共に祈りを捧げ、改めて平和や命の尊さに

ついて考えることができたのではないでしょうか。  

 「繋－平和な未来に－～時を経ても変わらぬ絆～」このスローガンは、「いつの時

代も人と人との絆は大切であり、それをしっかりと繋いでいこう。」という意味を込

めて、私達実行委員が作成したものです。今回の修学旅行では、一人ひとりが互い

を思いやって行動し、誰もが笑顔で元気に過ごすことができたことが何よりも嬉し

いことでした。修学旅行を通して、赤学年の「絆」はより一層深いものになったと

感じています。今後の学校生活においても、引き続き最高学年として自覚をもって

行動し、高田中学校の良き文化のたすきを後輩たちへ繋ぎましょう。  

 

６月 生徒会朝会より 

 ６月１７日（金）に生徒会朝会が実施され、６つの部活

動から、市総合体育大会へ向けての決意が伝えられまし

た。また、各部からの決意の発表後、生徒会本部役員の藤

中海人さんをリーダーとして、各部にエールを送りまし

た。 

野球部 ３年２組 中田 啓史さん 

 僕たちは６月２５日土曜日から、３年生の引退をかけた市総体の１回戦が始まり

ます。目標は優勝です。練習時間も残りわずかとなり、少しずつ緊張感が出てきたと

思います。まだまだ課題はありますが、残り少ない期間で基礎やチームワークなど、

今できることを徹底して詰めています。  

 新保先生は、僕たちの目標をかなえるために、目標にあった指導や練習試合相手を

組んでくださっているので、あとはそれをグラウンド上で発揮するだけです。部員の

みんなで試合まで練習できる時間は約１５時間です。一人ひとりがチームを引っ張

って行く気持ちで残りの練習を大切にしましょう。１、２年生は、見て学べるものは

とことん吸収して、次の代につなげてください。今のメンバーで少しでも多く試合が

できるように頑張ります。  

 

 男子バスケットボール部 ３年１組 古沢 光さん 

 私たちは７月１０日に行われる総合体育大会に向け、日々集中して練習をしてい

ます。３年生にとって最後の試合です。目標の県大会出場に向け、個人のスキルアッ

プやチーム力をあげ、がんばっていきたいです。先生に教えてもらったことの一つ一



つを大切にして試合に臨みたいと思います。  

 

バドミントン部 ３年２組 岩本 あずみさん 

 私たちバドミントン部は、７月２日にある市総体個人戦の予選、３日にある市総体

団体戦の予選に向けて日々練習しています。個人戦は、枠がダブルス２つ、シングル

ス１つと狭く、その枠を勝ちとらなければ引退です。皆、そのプレッシャーと戦いな

がら、個人・団体とも県大会出場をめざし、練習に励んでいます。今まで支えてくだ

さった保護者、練習を盛り上げてくれた後輩、厳しくときに優しく指導してくださっ

た先生、そして共に困難を乗り越えてきた仲間に感謝の気持ちをもち、試合に臨みた

いと思います。 

 

 女子バスケットボール部 ３年３組 後藤 莉奈さん 

 私たちは、7 月９日に行われる総合体育大会に向けて、日々練習しています。３年

生にとっては引退がかかった試合です。目標の３回戦進出に向けて、チーム一丸とな

り声を出してがんばっています。  

 チームメイト、後輩、先生、そして両親に支えてもらった感謝の気持ちを忘れず大

会に挑みたいと思います。みなさん、応援よろしくお願いします。  

 

 剣道部 ３年１組 田中 步夢さん 

 私たち剣道部男子は、６月１９日に第４ブロック大会があり、そこで勝つと市大会

出場、負けてしまうと３年生男子の引退が決まってしまいます。なので、大会に向け

て一人ひとりが真剣に日々の稽古に励んでいます。目標は、ベスト８ですが、最終目

標はブロック大会の優勝です。３年生の男子は、この大会が最後にならないように、

身を引き締めて、自分に負けない剣道をしていきましょう。１年生、２年生の皆さん、

練習は嘘をつきません。毎日稽古に真剣に取り組み、基本を大事にし、苦しい練習を

こなしていくこと、また、それを継続することが大切だと思います。練習の成果は、

必ず結果に出ます。まずは、１９日の試合を一緒にがんばりましょう。顧問の先生、

あと少しの間ですが、厳しいご指導をよろしくお願いします。そして、みなさん、応

援をよろしくお願いします。  

 

 剣道部 ３年２組 萩原 華子さん 

 私たち剣道部女子も６月１９日に第４ブロック大会を控えています。上位８校に

入らなければ、３年生女子の引退が決まってしまいます。そのため当日一人ひとりが

最大の力を発揮できるよう、この１ヶ月間、苦手な技などを各自で工夫しながら改善

していきました。私たちの最終目標は、そのブロック大会で優勝することです。３年

生剣道部女子は、そこの目標を胸に毎日しっかりと稽古に励んでいきます。２年生女

子は、私たちが引退した後、剣道部を引っ張っていく立場となり、日々の練習が剣道

部の行く末を変えていくこととなります。振り返ったときに後悔のないよう、真剣に

剣道と向き合っていてください。１年生女子は、何事も初めてで不安に感じることが

たくさんあると思います。そんな時は、２年生に相談しながら、共に掲げた目標に近



づけるよう努力をしていってください。そして、顧問の先生、いつも丁寧なご指導あ

りがとうございます。ブロック大会では、今までの努力の成果を形にしていきたいと

思っていますので、楽しみにしていてください。  

 

２つの目的を達成した２年生の校外学習 

 ６月 24 日、２年生は平和学習と班活動の実践のた

めに、東京へ校外学習に行きました。平和学習では、

全員が第五福竜丸展示資料館を見学しました。1954 年

太平洋上のビキニ環礁で行われた水爆実験に巻き込

まれ、被曝したマグロ漁船第五福竜丸を見学し、保存

会の方々のお話を伺い、亡くなった久保山愛吉さんの

「原水爆の被害者はわたしを最後のしてほしい」とい

う意味をかみしめました。  

 班行動の実践は、全班「お見事！」でした。この校外学習を生かしてこれからの学校

生活を充実させて、集大成の修学旅行を最高のものにしてもらいたいと思います。 

 

校外学習の感想 校外学習実行委員長  ２年１組 大庭 仲生さん 

 私たち２年生にとって、電車を乗る時から班行動というのは初めての事でした。そ

のため、毎日のように各班で「何時にこの電車に乗る。」という話し合いをしたり、

時には班長などが放課後に残って時間帯を決めたりなど大変な時もありましたが、

一人ひとりが良い校外学習にしようという気持ちで取り組むことができました。  

 平和のことについて学びに行った第五福竜丸展示館では、アメリカの水爆実験で

「死の灰」を浴びた人たちの写真がかざってありました。その写真は、皮膚がなくな

ってしまったり、大切な人を亡くして泣いている家族の写真などでした。私は、ここ

で気づかされた事がありました。今の日本は昔と比べるととても平和だと思います。

でも、この平和を守っていくには、私たち一人ひとりが平和のことについて、深く考

えることが大切です。行って終わるのではなく、そこでしっかりと自分の考えをもつ

ことができて良かったです。  

 浅草や上野見学は、みんなとても楽しみにしていました。当日、みんなの様子を見

ると、すごく良い笑顔をしていました。でも、笑顔になれたのは、一人ひとりがルー

ルを守って、校外学習の目標にもあるように、利他的に行動をしてくれたからだと思

います。 

 今回の校外学習は、全ての班が問題なく時間もしっかりと守ることができました。

でも、中にはうまくいかなかった事もあると思います。悪かった部分は良くするよう

に、良かった部分はそれ以上に良くなるように心がけて、普段の学校生活や来年の修

学旅行にもつなげていこうと思います。  

 


